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図を用いて力強く政策を訴える後藤かつみ
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リベラル群馬
後藤かつみ事務所

９月定例県議会

知
事
と
白
熱
討
論

県
政
改
革
、雇
用
・
過
疎
地
域
対
策
で

　

後
藤
か
つ
み

は
、
９
月
定
例
県

議
会
に
お
い
て
リ

ベ
ラ
ル
群
馬
を
代

表
し
て
一
般
質
問

に
立
ち
、
知
事
お

よ
び
執
行
部
と
白

熱
し
た
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
員
が
地
域
住
民
の
声

を
県
に
つ
な
げ
る
「
パ
イ

プ
役
」と
し
て
で
は
な
く
、

特
定
の
企
業
や
個
人
の
利

益
を
ゴ
リ
押
し
す
る
よ
う

な
不
当
行
為
を
俗
に
「
口

利
き
」
と
呼
び
ま
す
。

　

後
藤
か
つ
み
は
、
本
来

県
民
に
対
し
て
公
平
・
公

正
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

県
行
政
が
、
議
員
の
「
口

利
き
」
行
為
に
よ
っ
て
歪

め
ら
れ
る
の
は
許
さ
れ
な

い
と
、
当
選
以
来
一
貫
し

て
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
後
藤
か
つ
み

は
、
知
事
と
不
当
な
「
口

利
き
」
を
防
止
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
徹
底

討
論
。
そ
し
て
、
初
め
て

知
事
か
ら
ル
ー
ル
案
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
い

よ
い
よ
決
着
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

　

群
馬
県
で
も
フ
リ
ー

タ
ー
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
で
働
く
若
者
）
が

３
万
人
、ニ
ー
ト
（
教
育
・

雇
用
・
職
業
訓
練
の
何
れ

も
し
て
い
な
い
若
者
）
が

７
千
人
も
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
若
者
が
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
を
作
ら
な
い
限
り
、

こ
れ
か
ら
の
年
金
や
医
療

と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度

を
支
え
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
更
に
は
、
結
婚
し
て

子
ど
も
を
つ
く
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
ず
、
少
子
化
は

一
層
加
速
し
か
ね
ま
せ

ん
。

　

後
藤
か
つ
み
は
、
若
者

の
雇
用
問
題
は
単
に
若
者

層
の
問
題
で
は
な
く
、
群

馬
県
の
将
来
の
社
会
保

障
・
人
口
構
造
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
と
訴
え
る
と

と
も
に
、
全
国
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
本
県
の

雇
用
対
策
を
維
持
・
強
化

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

知
事
・
執
行
部
か
ら
も
、

企
業
誘
致
と
地
場
企
業
の

活
性
化
に
よ
る
正
規
雇
用

の
創
出
と
、
雇
用
対
策
の

予
算
を
確
保
し
て
い
く
決

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

旧
倉
渕
村
地
域
は
、
毎

年
平
均
80
人
も
人
口
が
減

少
し
て
い
る
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
後
藤
か
つ

み
は
、
日
常
的
に
倉
渕
地

域
に
足
を
運
び
、
地
域
の

方
々
と
共
に
活
性
化
策
を

議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
崎
市
は
、
ふ

る
さ
と
住
宅
建
設
や
「
小

栗
の
里
」
整
備
事
業
な
ど

活
性
化
策
を
講
じ
る
方
針

で
す
し
、
地
域
で
は
「
く

ら
ぶ
ち
草
の
会
（
新
規
就

農
者
を
受
け
入
れ
て
有
機

農
業
を
営
む
団
体
）」
の

活
躍
な
ど
、
草
の
根
活
動

も
活
発
で
す
。

　

後
藤
か
つ
み
は
、
市
町

村
・
地
域
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
対
し
て
、
県
は

ど
の
よ
う
な
支
援
・
役
割

を
果
た
す
の
か
を
追
及
。

　

知
事
か
ら
も
、
市
町
村

と
連
携
し
て
自
発
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
育
成

支
援
す
る
た
め
に
、
部
局

横
断
に
よ
る
総
合
的
な
地

域
振
興
に
取
り
組
む
と
の

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

討
論
②

若
者
の
雇
用
支
援

討
論
③

過
疎
地
域
対
策

討
論
①

「
口
利
き
」

問
題
に
メ
ス

知事と白熱した討論を繰り広げる後藤かつみ
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リベラル群馬が原油・飼料価格高騰対策を要請

農家の声を９月補正予算に反映農家の声を９月補正予算に反映

稲山副知事に農業緊急対策を求める要請書を提出するリベラル群馬議員団（右から４番目が後藤）

　

世
界
的
な
穀
物
・
原
油

価
格
の
急
激
な
高
騰
に
よ

り
、
畜
産
農
家
の
飼
料
価

格
は
１
・
５
倍
に
、
ハ
ウ

ス
野
菜
農
家
の
重
油
価
格

は
３
倍
に
跳
ね
上
が
り
、

経
営
努
力
だ
け
で
は
乗
り

越
え
難
い
コ
ス
ト
高
と

な
っ
て
農
家
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
対

し
て
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
な
い
限
り
、
農
業
者
の

離
農
は
一
層
加
速
し
、
本

県
農
業
の
崩
壊
に
繋
が
り

か
ね
な
い
危
機
的
な
状
況

で
す
。

　

後
藤
か
つ
み
の
属
す
る

会
派
「
リ
ベ
ラ
ル
群
馬
」

９
名
は
、
農
家
や
Ｊ
Ａ
な

ど
を
訪
問
し
、
厳
し
い
現

状
や
要
望
を
直
接
聞
き
取

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農

家
の
「
生
の
声
」
を
基
に
、

緊
急
対
策
を
求
め
る
要
請

書
を
８
月
11
日
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
の
要
望

に
概
ね
沿
う
形
で
、
９
月

議
会
の
補
正
予
算
に
お
い

て
８
、０
０
０
万
円
に
上

る
規
模
の
緊
急
対
策
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
に
つ
い
て

は
、
飼
料
を
輸
入
の
み
に

頼
る
不
安
定
な
経
営
か

ら
、
自
家
生
産
す
る
な
ど

の
方
法
で
安
定
し
た
経
営

に
ス
ム
ー
ズ
に
転
換
す
る

た
め
の
補
助
金
制
度
を
新

設
。
ハ
ウ
ス
野
菜
農
家
に

つ
い
て
は
、
設
備
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め
る
た

め
の
補
助
金
制
度
を
拡
充

す
る
こ
と
な
ど
が
対
策
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六郷地区地域活動ミニ報告
　地域要望を基に、地元市議と協力しながら県・県
警と協議を進め、六郷地区の安心・安全対策に尽力
しました。

筑縄駐在所の警察官を１名増員し、「空き駐在所」状態
を改善（左は地元・山田行雄市議）

県道高崎榛名吾妻線　歩道の未舗装部分（下小鳥郵便
局～カインズホームの区間）を解消して、安全に歩行
できるように改良

後藤かつみの一般質問に心強い応援団

50名が議会視察飯塚・飯玉
後 援 会

後藤かつみは、県民に「役に立つ」議員を目指して日々汗を流しています。
地域要望がありましたら、どんなことでも後藤かつみにお寄せください。

　

９
月
30
日
の
後
藤
か
つ
み
一
般
質
問
の
当
日
、地
元
高
崎
よ
り
、

飯
塚
・
飯
玉
後
援
会
か
ら
50
名
、
有
志
の
支
援
者
が
10
名
、
合
わ

せ
て
60
名
の
皆
様
が
議
会
視
察
団
と
し
て
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
。

後藤かつみ飯塚・飯玉後援会の皆さんと　県議会議事堂にて

コ
ス
ト
高
に
苦

し
む
農
家
の
生

の
声
を
要
望
書

に

９
月
補
正
予
算

で
８
、０
０
０ 

万
円
の
緊
急
対

策
計
上


